
 

① こうべ甲南武庫の郷       ② 処女塚古墳         ・ 小山田高家の碑       ③ 東明八幡神社（武内の松） 

                                                                   

 

 

                   

  

 

                    

 

 

                                                        

 

 

         

④ 神戸酒心館（福寿）     ⑤ 菅公船繋ぎの松      ⑥ 西方寺（御影の松と歌碑） ⑦ 御影町役場跡   

                                                                       

                                                       

 

 

 

 

 

 

資料館は1930 年(昭和５)建築,創業

家２代目高島邸。阪神・淡路大震災

で破損した。2010 年(平成 22)に国登

録有形文化財建造物になり甲南漬

の歴史・灘五郷等の展示がある。 

   

４世紀に築かれた南向きの前方後

方墳。処女塚の名は「万葉集」に詠

われている菟原処女伝説にちなん

でつけられた。 

   

1336 年(延元１)湊川の戦いに敗

れた新田義貞が敗走してきた時に、

高家は馬に義貞を乗せて逃げさせ

た。高家はこの塚で討たれた。 

   

  

旧東明村の氏神。神功皇后が熊襲征

伐時に重臣の武内宿禰が砂浜に小

枝をさして、この戦いに勝てば繁れ

と祈った松があった。 

   

1751 年(宝暦１)御影で創業。 

1962 年(昭和３７)福寿酒造、平成

8 年株式会社神戸酒心館とし再開。

ノーベル賞晩餐会で提供されるこ

ととなった。  

   

  

   

    

901年 (昌秦４ )右大臣菅原道真

が大宰府に左遷される船路の途中、

船を繋いだのがこの松だと言われ

ている。綱敷天満宮の御旅所。 

  

古来、このあたりは松の景勝地であ

り、境内には「御影の松」の古歌を

詠んだ古い歌碑がある。平家物語な

どの軍記物にも登場する。 

   

   

  

御影町役場として1924 年(大正

13)建造、神戸市との合併に伴い

1950 年(昭和２５)より東灘区役所

として使用。1978 年(昭和５３)に

解体。 

  



 

⑧ 剣菱酒造本社     ⑨ 菊正宗酒造本社・嘉納治五郎生誕の地の碑 ⑩ 嘉納治五郎生家跡   ⑪ 住吉ステーションの碑 

                 

 

                                                         

 

 

 

 

 

⑫ 浜街道の碑        ⑬ 白鶴酒造資料館      ⑭ 住吉神社の御旅所     ⑮ 菊正宗資料館  

     

                                                       

 

 

 

                                      

                                                        

 

 

 

 

 

 

1505 年(永正2)稲寺屋が伊丹で創

業。1929 年(昭和４)住吉で設立。

空襲で焼失し、1949 年(昭和２４)

に御影で再発足。中は公開していな

い。   

  

1925年(大正14)建築の建物で今

も本店として使用している。「菊正

宗」は本嘉納酒造と言われ、紋章に

は「本」の字が入っている。 

   

  

柔道の父と言われる嘉納治五郎は

この地で生まれた。本嘉納家と縁戚

関係にあり、海が眺望できる大屋敷

であった。この屋敷で勝海舟と出会

っている。  

  

    

西国街道を通る旅人に住吉駅を教

える道標として、1881 年(明治

14)地元の嘉納冶良平、萬田為介ら

によって建立された。 

江戸時代、浜街道は庶民の交通路と

してにぎわっていた。この碑は赤塚

山にある徳本上人の庵への道標で

ある。 

1743 年（寛保 3）嘉納家の分家で

ある白嘉納家が創業。1747 年(延

享 4)酒銘を「白鶴」とする。 

   

  

祭礼の御幸の時、神輿が本宮から渡

御して仮に鎮座する所。この地は

「大津淳名倉之長峡」と呼ばれた

所。   

国の重要文化財の酒造道具類 

を展示。灘中の机・椅子や空襲前

の写真を展示している。 

    



 

⑯ 浜福鶴吟醸工房     ⑰ 魚崎八幡神社       ⑱ 魚崎町道路元標 ＊大木戸森右衛門の碑       ⑲ 覚浄寺跡  

   

                               

                                                

                                                            

 

 

                                                             

                                                

 

 

 

 

 

 ⑳ 魚崎小学校      ㉑ 旧魚崎町役場      ㉒ 村界の碑        ㉓ 東求女塚古墳    ㉔  雀の松原 古跡           

                              

                                                                     

 

 

 

 

 

1989 年(平成１)に埼玉の小

山本家酒造が買い取り、この

場所で酒造を開始。2013 年

(平成 25)に名称を(株)小山本

家酒造灘浜福鶴蔵に変更。 

   

旧魚崎村の氏神。境内の松

の切り株は「神依りの松」

と言われている。手水石（ち

ょうずいし）は地元の酒樽

業者からの寄進。  

道路元標は道路の起点・終

点・経過点を表示するため

の標識。1919 年(大正 8)

の旧道路法で市町村に一つ

ずつ設置された。 

   

   

   

  

  

   

   

   

  

   

   

   

   

   

魚崎生まれの第 23 代横

綱、1896 年(明治２９)

に大阪相撲に入り 1912

年(大正１)横綱を免許さ

れた兵庫県唯一の横綱。 

        

  

1746年(延享３),建築で

内部の彩色の装飾がみご

とであった。1873年(明

治６)に魚崎小学校はこ

の寺の庫裡を借り開校。

   

1873 年(明治 6)創立。

今の校舎は 1930年(昭

和 5)に落成。清水栄二

の設計。日本で有数のマ

ンモス校。 

   

清水栄二設計で 1937 年

(昭和 12)竣工。1945 年

(昭和 20)の空襲や 1995

年(平成7)の大震災に耐え

て現存。   

古くから住吉川の西側は

上流住吉村と下流魚崎村

の境界争いが続いてい

た。1910 年(明治４３)

に和解が成立。 

   

4 世紀後半に築かれた

北西向きの前方後円

墳。1872 年(明治５)

の発掘で車輪石、勾玉、

三角縁神獣鏡等が出土

した。  

  

  

  

魚崎一体の浜辺の松林は

古来、雀の松原の名で呼

ばれる景勝地である。 

この辺りに雀部朝臣とい

う豪族がいた地だといわ

れている。 
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